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　こども園建設を基本設計ができ

てから検討すると答弁しているが、

内容が決まらないのに予算を計上

するのは安易すぎる。もっと慎重

に検討を行い予算計上するべき。

他の財源を削ってでも給食費無料

化を行うと言っていた。しかし「財源がないので

3 割だけ町負担にする」というのは以前の発言と

行動の整合性がとれていない。

町長公約である４つの老人ホームは、施政方針や

来年度予算案をみても計上されていない。これら

の理由からこの予算案を通すことはできない。

　当面の待機児童はプレハブ施設

で解消できるので、こども園建設

は検討を重ねてから予算化すべ

き。18 歳までの医療費無料化は

国が行い、保育料無料化は今のと

ころ計画性がなく、給食費は財源

不足のため 3割負担にとどまった。現状を把握せ

ず、十分な調査を怠る姿勢を危惧している。また、

訂正はしたものの予算審議のなかで、予算案をみ

ていないと発言するなど、町長自身も理解してい

ない予算案提出は議会軽視と言わざるを得ない。

賛成 反対

内容が決まらない中での
予算計上は安易　全国で少子高齢化が問題視されて

いるが、塙町でも例外でない。塙町

の人口も年々減少していくなか、少

しでもその流れを抑えるため、いか

に子育て世代に住んでいただくかが

課題である。本予算案はそれを十分

に取り入れられたものであり、子育

て施策の三本柱や若者定住促進住宅造成工事、こど

も園建設に向け取り組みがされている。また、高齢

者の健康寿命延伸事業などもありバランスよく取り

入れられた予算編成になっている。町長選挙の公約

違反と言われていたが、町長の任期は４年間あり任

期のなかで実施できれば公約違反ではない。

　賛成理由の一つ目は、三本の柱を

軸に、子育て世代と子ども達への支

援を行う政策方針。二つ目は、人口

減少と少子高齢化が避けられない状

況を、政策で少しでも穏やかにする

ために、子育てや福祉に予算を優先

する意思が見られること。三つ目は、こども園建設

に対し、財政が厳しいなかでも町長の手腕を発揮し

ていただき、効果効率を求めた施設を建設する意思

が見られたこと。四つ目は、市町村財政計画を早期

に達成するために、予算執行にあたっては 7 割～ 8

割が前年度踏襲の事業のなかでも可能な限り 0ベー

スを発揮する姿勢が見られることが挙げられる。

バランスのとれた予算編成

藤田　一男

吉田　広明

０ベースを発揮する
姿勢を評価

現状を把握せず十分な
調査を怠る姿勢を危惧

鈴木　安次

割貝　寿一

　
　

成
29
年
度
予
算
全
会
計
の

　
　

総
額
は
、
85
億
１
７
６
９

万
１
０
０
０
円
で
、
前
年
に
比

べ
５
億
１
１
１
４
万
２
０
０
０

円
減
額
と
な
っ
た
。こ
の
う
ち
、

一
般
会
計
は
57
億
４
９
８
２
万

４
０
０
０
円
で
前
年
度
を
６
億

２
５
１
７
万
６
０
０
０
円
下
回

っ
た
。
人
口
減
少
の
影
響
か
ら

地
方
交
付
税
の
減
少
が
見
込
ま

れ
る
こ
と
や
、
大
規
模
な
事
業

が
減
少
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が

影
響
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

　
　

５
次
長
期
総
合
計
画
に
基

　
　

づ
き
、
子
育
て
や
福
祉
に

関
す
る
予
算
、
町
道
を
は
じ
め

と
し
た
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
補
修

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
重
点
配
分

さ
れ
た
。

　

財
政
の
健
全
化
に
努
め
な
が

ら
、「
仮
称
は
な
わ
こ
ど
も
園
」

整
備
事
業
、
障
が
い
者
の
自
立

支
援
、
野
生
イ
ノ
シ
シ
の
駆
除

対
策
事
業
や
道
の
駅
は
な
わ
の

集
荷
業
務
事
業
、
地
域
集
会
所

と
消
防
屯
所
の
改
築
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
活
動
費
用
、
町

道
板
庭
田
野
作
湯
舟
線
の
橋
梁

上
部
工
事
、
工
業
団
地
周
辺
の

町
道
補
修
工
事
な
ど
、
重
点
事

業
に
積
極
的
に
予
算
を
配
分
し

た
。

　

ま
た
、
伐
期
を
迎
え
た
森
林

を
整
備
す
る
ふ
く
し
ま
森
林
再

生
事
業
や
板
庭
地
区
の
用
水
路

改
修
事
業
を
継
続
し
て
実
施
す

る
。

　
　

算
決
算
常
任
委
員
会
で
は
、

　
　

詳
細
な
説
明
を
受
け
、
徹

底
し
た
議
論
を
行
い
、
慎
重
に

審
議
を
重
ね
た
。議
会
か
ら
は
、

町
が
給
食
費
を
３
割
補
助
す
る

子
育
て
世
代
の
負
担
軽
減
策
な

ど
を
不
安
視
す
る
声
が
あ
り
、

質
問
が
相
次
い
だ
。

平平第第

予予

塙町議会だより第 138 号　２３　塙町議会だより第 138 号

新年度一般会計予算で4議員が討論

３月
定例会

３月定例会の
あらまし

　

３
月
定
例
会
は
、
３
月
８
日
か
ら
16
日
ま
で
の
９
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

第
１
・
２
日
目
に
、
提
出
議
案
の
一
括
説
明
を
行
い
、
そ
の
後
、
来
年
度
予
算
案
に
つ
い
て
総
括
的
質
疑
を
２
議
員
が
行
い
ま
し
た
。

　

第
３
・
４
日
目
に
、
11
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
給
食
費
や
ま
ち
づ
く
り
な
ど
を
取
り
上
げ
、
町
政
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　

第
５
・
６
日
目
の
来
年
度
予
算
を
審
議
す
る
予
算
決
算
常
任
委
員
会
で
は
、
一
般
会
計
予
算
で
賛
否
が
分
か
れ
７
名
の
議
員
が
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

　

第
６
日
目
の
議
案
審
議
で
は
、
追
加
提
出
さ
れ
た
副
町
長
の
選
任
に
同
意
し
、
他
４
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
、
予
算
決
算
常
任
委
員
会
の
審
査
報
告
書
と
留
保
し
た
少
数
意
見
報
告
書
が
提
出
さ
れ
、
新
年
度
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
４
議
員

が
討
論
を
行
い
ま
し
た
。
結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
、
他
27
議
案
も
原
案
ど
お
り
可
決
し
閉
会
し
ま
し
た
。

給食費給食費 町が町が　割負担へ割負担へ給食費、町が給食費、町が　割負担へ割負担へ給食費、町が　割負担へ
予算総額85億1769万円を可決　前年度比△5.7%

幼稚園・小学校・中学校で出されている給食が対象となる

　議案第 26 号　平成 29 年度塙町一般会計予算は、予算決算常任委員会審議の結果、原案
のとおり可決すべきものと決定し本会議で報告を行った。なお、※少数意見の留保があり少
数意見報告書が提出され、その後報告者含め 4名の議員が討論を行った。討論とは、議会
に対する「賛成・反対」の旨とその理由を述べて、他の議員を自己の意見に賛同させること
を目的とする発言をいい、採択一覧は下記のとおり。
※「少数意見の留保」とは、委員会の表決の結果、多数を得られず取り上げられなかった意
見について、本会議において、自らの意見を少数意見として認められる権利。

平成29年度　一般会計予算採決状況一覧 ○賛成×反対　議長（大縄武夫）は採決に加わらない

議　　　案

七
宮
広
樹

下
重
義
人

吉
田
広
明

青
砥
與
藏

高
縁
　

光

吉
田
克
則

鈴
木
　

茂

鈴
木
安
次

小
峰
由
久

割
貝
寿
一

小
林
達
信

藤
田
一
男

鈴
木
孝
則

大
縄
武
夫

議決結果

（賛成：反対）

議案第26号 一般会計予算 ○ ○ ○ ○ × × ○ × ○ × ○ ○ ○ ― 可決（9：4）

３３３



新
町
長
に
な
っ
て
の
初
の
予
算
編
成

総括質疑を実施しました総括質疑を実施しました減る地方交付税収入

   財政運営慎重に
平成29年度　一般会計の内訳

新予算編成の
考えをただす

町
の
予
算
を
家
計
簿
に
例
え
る
と
？

総括質疑を実施しました

　　～生み育てたいまちづくり～
　　・「仮称　はなわこども園」の整備
　　・障がい者の自立支援

　　
　　～活力にあふれるまちづくり～
　　・伐期を迎えた森林等の整備を図る「ふくしま森林再生事業」
　　・板庭地区の用水路改修事業
　　・野生イノシシの駆除対策事業
　　・道の駅はなわ集荷業務事業

　～町民みんなが主役の町～
　・地域集会所、消防屯所の改築
　・地域おこし協力隊の活動費用

　　
　～家庭と地域に安全の町～
　・町道板庭田野作湯舟線の橋梁上部工事
　・工業団地周辺の損傷の激しい町道補修工事

少子高齢化に対応した子育て施策の新拠点

地方創生に向けたチャレンジ

持続可能な発展に繋がる
町おこしと地域の活性化

安全・安心な町づくりの構築

１

２

３

４

子
育
て
や
福
祉
、

子
育
て
や
福
祉
、

イ
ン
フ
ラ
維
持
補
修
に

イ
ン
フ
ラ
維
持
補
修
に

　
　
　
　
　

重
点
配
分

予
算
方
針

子
育
て
や
福
祉
、

イ
ン
フ
ラ
維
持
補
修
に

　
　
　
　
　

重
点
配
分

塙町議会だより第 138 号　45　塙町議会だより第 138 号

　　　　　　施政方針で述べた心身のケアを

行う福祉施設とはどのようなものを考えてい

るのか。予算にはどのように反映させている

のか。

　　　　産前産後ケア、心身障がい者関連の

ケア、高齢者に対する心身のケアなど関係機関

と連携し、今後町にとってどのよ

うな施設が必要なのか、多方面か

ら検討を重ねて参りたいと考える。

　こども園の中の子育て支援施

設も一つの福祉施設と考えてお

り、建設に向けて予算を提案して

いる。

心身のケアを行う福祉施設とは

　塙町一般会計予算（総額 57 億 4982 万円）を、家庭で例えるとどのような暮らし

ぶりになるのでしょう。

　町税8億7534万円を、給与月収6万800円に換算した場合の金額を記載しています。

1カ月の収支1カ月の収支
≪収入≫

給与
　基本給（町税）

6.08 万円

パート収入
（分担金・負担金など）

1.64 万円

親・兄弟からの援助
（地方交付金・国庫支出金・県支出金など）

24.4 万円

預金の引き出し（繰入金）3.88 万円

ローン借入（町債） 3.84 万円

前月繰越（繰越金） 0.16 万円

合計 40万円

≪支出≫

食費・光熱水費などの日常生活費
（人件費・物件費）

15.2 万円

ローンの返済（公債費） 4.12 万円

医療費・保育料（扶助費） 3.4 万円

子どもへの仕送り（繰出金） 4.2 万円

電化製品購入（投資的経費）5.12 万円

保険料・自治会費など
（補助費等）

7万円

電化製品の修繕
（維持補修費）

0.76 万円

その他 0.2 万円

合計 40 万円

支　出
（歳出）
５７億４，９８２万円

収　入
（歳入）
５７億４，９８２万円

諸収入等
1億1,230万円 2.0%

使用料及び手数料
7,140万円 1.3%

町債町債
5億4,875万円5億4,875万円
9.6%9.6%

地方交付税地方交付税
22億3,663万円22億3,663万円
38.9%38.9%

国庫支出金国庫支出金
4億4,848万円4億4,848万円
7.8%7.8%

町税町税
8億7534万円8億7534万円
15.2%15.2%

7億3,464万円

その他
3,065万円 0.5%

扶助費

6億411万円

公債費

繰入金繰入金
5億5,784万円5億5,784万円
9.7%9.7%

町債
5億4,875万円
9.6%

地方交付税
22億3,663万円
38.9%

国庫支出金
4億4,848万円
7.8%

町税
8億7534万円
15.2%

繰入金
5億5,784万円
9.7%

人 件 費
9億6,577万円
16.8%

億億7億億7億
投資的経費
7億3,464万円
12.8%

助費扶助費扶助扶助扶助扶助扶助費扶助費
4億9,072万円
8.5%

6億41億億414億66億411万円
繰出金

6億411万円
10.5%

公債費公公債公公公債費公債費
5億9,461万円
10.3%

1カ月の収支

　町長に対して、新年度予算の疑問点や不明点を２議員が質問しました。
　この質疑は、予算編成の考え方とその反映、今後の施政方針や新年度の事業方針を質問す
るものです。いくつかを要約しお伝えします。

　　　　　　　ゼロベースでの考え方を基本

に各所にわたる新しい提案や手法を生かしな

がら予算の積み上げを行っていく旨発言して

いるが、予算編成にどのように生かされたの

か伺う。

　　　　予算編成においては、

新たな視点から予算編成に取り

組むよう職員に周知した。これ

により、既存の経常的事業にお

いても新たに厳密な積み上げが

行われ予算要求されたものと認

識している。

新しい提案、手法は新年度予算編成に
どう生かされたのか
鈴木安次議員

町長

鈴木茂議員

町長

維持補修費
1億814万円 1.9%

補助費等
10億409万円
17.5%

物件費
12億1,709万円
21.2%

新たに厳密な積み上げを行った

全世代を対象に検討を重ねたい
地方消費税交付金
1億5,913万円 2.8%

地方譲与税
4,590万円 0.8%

分担金及び負担金
3,020 万円 0.5%
繰越金
2,500 万円 0.4%
財産収入
1,903 万円 0.3%
その他
 3,137万円 0.5%



　

磐
城
塙
駅
周
辺
に
建
設
予
定
で
あ
る
こ
ど
も
園

園
舎
の
建
築
工
事
を
実
施
。
工
事
管
理
委
託
料

４
０
０
万
円
、
開
発
行
為
許
認
可
申
請
委
託
料
な
ど

で
４
８
０
万
円
、
工
事
請
負
費
で
２
億
円
な
ど
を
計

上
し
て
い
る
。
職
員
に
よ
る
担
当
者
会
議
、
子
育
て

世
代
の
父
母
と
保
育
園
、
幼
稚
園
な
ど
の
代
表
者
に

よ
る
建
設
検
討
委
員
会
等
を
組
織
し
、
視
察
研
修
、

意
見
交
換
会
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。
平
成
30
年
度

の
開
園
を
目
標
に
工
事
を
実
施
す
る
予
定
。

　

末
広
町
に
計
画
し
て
い
る
子
育
て
若
者
定
住
促

進
住
宅
は
、
１
区
画
60
坪
か
ら
70
坪
ほ
ど
の
面
積

を
25
〜
26
区
画
予
定
し
て
い
る
。
現
地
の
地
質

調
査
、
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
に
３
０
０
万
円
、
宅

地
造
成
の
た
め
の
開
発
行
為
許
可
申
請
委
託
料

６
０
０
万
円
、
不
動
産
鑑
定
１
０
０
万
円
、
土
地

の
売
買
３
０
０
０
万
円
な
ど
を
計
上
し
て
い
る
。

ま
た
、
南
原
住
宅
駐
車
場
工
事
に
伴
う
測
量
設
計

業
務
１
０
０
万
円
、
不
動
産
鑑
定
業
務
50
万
円
、

土
地
買
収
費
４
０
０
万
円
、
駐
車
場
整
備
工
事

４
０
０
万
円
な
ど
を
計
上
し
て
い
る
。

　

中
山
間
の
小
規
模
農
家
や
高
齢
に

な
っ
て
農
作
物
を
運
ぶ
の
が
大
変
な

方
な
ど
を
対
象
に
「
道
の
駅
」
産
地

直
売
所
へ
出
荷
を
行
う
た
め
の
集
荷

シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
。
平
成
29
年

度
は
、
対
象
者
の
把
握
や
人
員
の
確

保
な
ど
を
行
う
予
定
。
今
後
実
施
に

向
け
て
取
り
組
む
方
針
が
出
さ
れ
て

い
る
。

　

川
上
四
区
集
会
所
と
３
分
団
第
４
班
消
防
車
庫
を
同

敷
地
内
に
整
備
す
る
。
集
会
所
は
、
築
30
年
を
経
過
し

駐
車
場
が
な
い
こ
と
や
、
３
分
団
４
班
消
防
車
庫
に
お

い
て
は
屯
所
、
駐
車
場
が
共
に
な
く
団
員
の
活
動
拠
点

と
し
て
不
便
な
も
の
で
あ
っ
た
。
建
設
地
は
、
中
平
地

内
で
平
成
29
年
度
に
完
成
を
予
定
し
て
い
る
。
川
上
四

区
集
会
施
設
建
設
工
事
３
５
５
０
万
円
、
３
分
団
４
班

消
防
車
庫
新
築
工
事
監
理
業
務
委
託
料
37
万
円
、
３
分

団
４
班
消
防
車
庫
新
築
工
事
１
１
０
０
万
円
、
屯
所
解

体
工
事
１
０
０
万
円
な
ど
を
計
上
し
て
い
る
。

こ
ど
も
園
園
舎
建
設
事
業

道
の
駅
集
荷
シ
ス
テ
ム
構
築
事
業

川
上
四
区
消
防
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
新
築
事
業

２
億
８
９
９

８
９
９
万
円
万
円

子
育
て
若
者
定
住
促
進
住
宅
事
業

７
９
６
５

７
９
６
５
万
円
万
円

４
０
０

４
０
０
万
円
万
円

４
７
８
８

７
８
８
万
円
万
円

２
億
８
９
９
万
円

４
７
８
８
万
円

　敬老会の主催を町から区へ移行して実施
を考えている。75歳以上が対象で 80歳
以上の方に敬老祝金を贈呈する。敬老会を
自主的に区で開催していただく方針だが、
行政区長会と協議を進める予定。
　敬老会協力者等謝金125万円、敬老祝
い金 1,350 人の 5,000 円で 675万円、消
耗品費６万円食糧費13万 8,000円、250
人を見込んで弁当とお茶13万 8,000円な
どを計上している。
※詳しくは、P25追跡レポートへ

　不妊治療のうち、医療保険が適用されず
高額の治療費がかかる配偶者間の特定不妊
治療に要する費用の一部を助成するもの。
１回の治療内容により１５万円又は7万 5
千円を上限に助成し、男性不妊治療に対し
ても1回の治療につき１０万円を上限に助
成を行う。また、福島県特定不妊治療助成
の決定を受けた方が対象となる。

敬老会実施事業

不妊治療助成事業

催を町から区へ移行して実施

８３８８３８万円万円

医療保険が適用されず

８０８０万円万円

８３８万円

８０万円

７
９
６
５
万
円

４
０
０
万
円

私もひとこと私もひとこと私もひとこと
大友　彩子さん（塙地区）

石井　勝弘さん（川上地区）

岩田　常美さん・吉子さん（那倉地区）

　待機児童の解消
はもちろんのこ
と、子育て支援の
機能も併せ持つ施
設ということで、
家で子供を養育し
ている保護者や祖
父母の方々へも、
大きな手助けにな
るのではと期待し
ています。また、
今まで町外に求めるしかなかった遊び場
が、塙町ならではの形で実現すればと、
楽しみにしています。

　地域防災活動
の拠点となる消防
団施設の整備とコ
ミュニティーの中
心となる集会施設
の建築が平成 30
年 3月内完成予定
となりました。施
設整備にご尽力い
ただいた関係各位に区民を代表し感謝申
し上げます。

　6月から７
月にかけてト
マトやごぼう
を、10月から
11月にかけて
ブロッコリー
を栽培して道
の駅に出しています。家から道の駅まで片
道30分かかり、80歳になり運転するのも
大変になってきました。もし家まで農産物
を取りに来てくれるようだと大変助かりま
す。

川上四区長
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予算審議予算審議予算審議ここが

聞きたい

職
員
の
時
間
外
労
働

適
切
か

　平成 29 年度の一般会計及び各種特別会計・水道事業会計は、

予算決算常任委員会で審議しました。町政全般にわたり、数多く

の質疑がありました。その中から、いくつかを要約しお知らせし

ます。

質　質　
疑
質　
疑

Ｑ　

労
働
基
準
法
で

は
、
三
六
協
定
を
締
結

し
て
初
め
て
時
間
外
労

働
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
が
、
地
方
公
務
員
は

該
当
し
て
い
る
の
か
。

Ａ　

地
方
公
務
員
は
、
地

方
公
務
員
法
が
適
用
さ
れ

る
た
め
原
則
除
外
さ
れ
て

い
る
。た
だ
し
、自
治
体
が

行
う
業
務
の
う
ち
、
経
営

的
性
格
を
有
す
る
も
の
に

関
し
て
は
三
六
協
定
を
締

結
す
る
必
要
が
あ
る
。

指
定
管
理
料
減
額

な
ぜ

Ｑ　

湯
遊
ラ
ン
ド
脇
の

古
民
家
と
ダ
リ
ア
園
の

指
定
管
理
料
が
、
平
成

28
年
度
よ
り
減
額
し
て

計
上
さ
れ
て
い
る
の
は

な
ぜ
か
。

Ａ　

昨
年
度
は
、
古
民

家
の
管
理
委
託
料
と
し

て
１
３
０
万
円
、
ダ
リ

ア
の
栽
培
管
理
料
・
保

管
室
の
管
理
運
営
を
含

め
て
２
０
０
万
円
、
計

３
３
０
万
円
の
支
出
を
し

地
方
版
総
合
戦
略
の
外
部
有
識
者
っ
て

ど
ん
な
人

Ｑ　

外
部
有
識
者
と
は

ど
の
よ
う
な
人
に
頼
む

の
か
。
ま
た
、
地
方
版

総
合
会
議
は
今
年
度
も

開
く
の
か
。

定
以
外
に
、
地
方
版
総
合

戦
略
に
盛
り
込
ま
れ
た
事

業
の
評
価
、
検
証
を
す
る

機
能
が
あ
り
毎
年
同
じ
方

に
委
員
に
な
っ
て
い
た
だ

い
て
評
価
、
検
証
を
行
う

会
議
を
開
く
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

公
用
車
購
入

管
理
は

Ｑ　

公
用
車
購
入
費

８
０
０
万
円
と
な
っ
て

い
る
が
、
車
種
と
購
入

台
数
は
。

Ａ　

小
型
バ
ン
１
台
、
普

通
乗
用
車
１
台
、
軽
自
動

車
２
台
を
予
定
し
て
い
る
。

？？？？

？？？？

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

実
施
し
な
い
の
か

Ｑ　

隣
の
矢
祭
町
で

は
、
今
年
度
、
国
の
補

助
事
業
で
全
て
町
の
街

路
灯
、
防
犯
灯
を
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
し
て
い
る
。
塙
町

は
実
施
し
な
い
の
か
。

Ａ　

各
行
政
区
か
ら
蛍
光

灯
の
防
犯
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に

し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望

が
あ
る
。
今
後
何
ら
か
の

形
で
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し
て
い
き

た
い
。

？？

待
機
児
童
解
消

で
き
て
る

Ｑ　

保
育
園
の
待
機
児

童
解
消
で
き
て
い
る
の

か
。

Ａ　

平
成
28
年
度
、
仮
設

の
保
育
室
を
増
設
す
る
予

算
を
確
保
し
て
い
る
。
４

月
に
は
増
設
工
事
を
終
了

さ
せ
た
い
。

？？

敬
老
会ど

う
実
施

Ｑ　

敬
老
会
予
算
が
減

額
さ
れ
て
い
る
が
、
今

後
ど
の
よ
う
な
や
り
方

を
し
て
い
く
の
か
。

Ａ　

町
が
開
催
の
際
に
は

事
前
に
出
欠
を
と
り
人
数

を
把
握
し
て
行
う
。
希
望

す
る
区
が
あ
れ
ば
区
で
開

催
し
て
い
た
だ
く
二
段
構

え
の
考
え
で
い
る
。

？？

消
防
車
庫
新
築

高
す
ぎ
な
い

Ｑ　

３
分
団
４
班
の
消

防
車
庫
新
築
工
事
１
１

０
０
万
円
と
な
っ
て
い

る
が
、
高
す
ぎ
る
の
で

は
。

Ａ　

床
面
積
33
・
12
平
方

メ
ー
ト
ル
、
木
造
平
屋
建

て
を
予
定
。
同
敷
地
内
に

集
会
所
も
建
設
す
る
が
、

全
体
の
敷
地
内
の
砂
利
舗

？？
Ｑ　

公
用
車
の
管
理
は
。

を
各
１
台
ず
つ
作
成
し
、

鍵
と
一
緒
に
総
務
課
で
管

理
し
て
い
る
。
車
検
は
、

町
内
業
者
を
中
心
に
お
願

い
し
て
い
る
。

Ｑ　

新
年
度
は
何
人
入

所
す
る
の
か
。

Ａ　

申
し
込
み
人
数
が
96

名
、
う
ち
74
名
が
４
月
入

所
。
５
月
入
所
が
11
名
、

11
月
ま
で
に
入
る
見
込
み

が
１
名
い
る
。
11
月
ま
で

に
は
90
名
の
園
児
が
入
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。（
６

名
の
差
は
、
求
職
中
で
あ

る
た
め
。）

Ｑ　

保
育
士
の
確
保
は

Ａ　

現
段
階
で
は
３
名
ほ

ど
保
育
士
が
不
足
し
て
い

る
。
96
名
全
員
入
れ
る
と

職
員
、
保
育
士
が
16
名
必

要
に
な
る
。
次
年
度
の
確

保
予
定
は
13
名
の
予
定
な

の
で
、
３
名
に
つ
い
て
融

通
で
き
る
と
こ
ろ
を
融
通

し
な
が
ら
、
５
月
ま
で
は

何
と
か
頑
張
っ
て
い
き
た

い
。

て
い
た
。平
成
29
年
度
は
、

入
場
料
・
使
用
料
な
ど
に

つ
い
て
湯
遊
ラ
ン
ド
が
徴

収
を
し
て
い
る
た
め
、
そ

の
見
合
い
分
を
減
額
し
て

２
３
０
万
円
計
上
し
て
い

る
。

Ａ　

多
種
多
様
な
５
分
野

か
ら
選
出
し
塙
町
で
は
12

名
を
委
嘱
し
て
い
る
。
策

Ａ　

公
用
車
の
運
行
記
録

装
工
事
、
敷
地
内
排
水
工

事
な
ど
を
消
防
費
で
予
算

化
し
て
い
る
。
ま
た
、
県

の
積
算
基
準
を
準
用
し
て

お
り
、
値
上
が
り
が
見
込

ま
れ
て
い
る
た
め
こ
の
額

と
な
っ
て
い
る
。
集
会
所

と
合
わ
せ
て
発
注
し
経
費

を
抑
え
る
方
法
を
検
討
し

た
い
。

予定されている中平地内の建設地
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◎
平
成
28
年
度
塙
町
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）

　

１
億
５
１
７
０
万
９
０

０
０
円
を
増
額
し
、
補
正

後
の
額
を
75
億
２
１
５
万

９
０
０
０
円
と
す
る
。

　

北
原
定
住
促
進
住
宅
新

築
工
事
の
減
、
多
面
的
機

能
支
払
交
付
金
の
減
、
入

湯
税
の
減
な
ど
。

　

北
原
定
住
促
進
住
宅
入

札
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
ラ
ン
ク
は
ど

れ
に
該
当
す
る
の
か
。

　

予
定
価
格
が
４
９
９
０

万
５
７
２
０
円
だ
っ
た
の

で
、
５
０
０
０
万
円
以
下

で
Ｂ
ク
ラ
ス
が
対
象
業
者

に
な
る
。
今
回
の
入
札
で

は
、
町
内
と
町
外
１
社
の

６
社
で
入
札
を
行
い
、
落

札
額
が
４
０
７
１
万
６
０

０
０
円
で
落
札
率
は
81
・

６
％
だ
っ
た
。
受
け
差
が

生
じ
減
額
と
な
っ
た
。

　

多
面
的
機
能
交
付
金
が

５
０
１
万
９
０
０
０
円
も

減
額
さ
れ
て
い
る
理
由

は
。

　

大
畑
、
上
石
井
、
小
高

の
３
地
区
が
今
年
度
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
な
く

な
っ
た
た
め
。

◎
特
別
職
の
議
員
の
報
酬

及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

事
項
の
一
部
を
改
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

　

農
地
利
用
最
適
化
交
付

金
が
交
付
さ
れ
る
こ
と
に

伴
い
、
農
業
委
員
及
び
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

に
対
す
る
報
酬
の
上
乗
せ

支
給
を
可
能
と
す
る
た

め
、所
要
の
改
定
を
行
う
。

　

新
た
に
追
加
さ
れ
た
農

業
委
員
の
能
率
給
と
は
。

　

農
業
委
員
や
推
進
委
員

が
各
地
区
で
農
地
の
荒
廃

地
を
改
善
し
た
際
に
上
乗

せ
支
給
す
る
こ
と
。ま
た
、

貸
し
借
り
の
斡
旋
や
農
地

利
用
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
に

も
支
給
さ
れ
る
。

◎
塙
町
体
育
館
施
設
及
び

塙
町
山
村
広
場
施
設
の
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い

て

　

塙
町
体
育
施
設
、
町
営

体
育
館
、
運
動
場
、
野
球

場
、管
理
棟
、テ
ニ
ス
コ
ー

ト
及
び
山
村
広
場
の
施
設

を
特
定
非
営
利
活
動
法
人

は
な
わ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

が
管
理
を
行
う
。

　

指
定
管
理
の
業
務
内
容

は
。

　

主
な
管
理
業
務
は
、
施

設
使
用
の
受
付
許
可
、
利

用
料
金
の
収
受
、
施
設
の

維
持
管
理
及
び
簡
易
な
修

繕
、
清
掃
点
検
、
ス
ポ
ー

ツ
振
興
事
業
に
関
す
る
業

務
。

　

補
正
予
算

質　

疑

答　

弁

人事
副
町
長
任
命
に
同
意

副
町
長
に

　
　

小
松
利と

し
あ
き顕

氏
小松　利顕氏

　

須
賀
川
市
出
身
で
、
県
危
機
管
理
課
主
任
主
査
、
総

務
課
主
任
主
査
な
ど
を
歴
任
。
県
北
地
方
振
興
局
企
画

商
工
部
副
部
長
（
業
務
担
当
）
兼
地
域
づ
く
り
・
商
工

労
政
課
長
兼
復
興
支
援
・
地
域
連
携
室
担
当
副
課
長
か

ら
現
在
に
至
る
。
任
期
は
、
平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら

２
年
間
。

答　

弁

質　

疑

答　

弁

質　

疑

質　

疑

答　

弁
農
業
委
員

指
定
管
理

北
原
定
住
促
進
住
宅
新
築
工
事

着
工
い
つ

Ｑ　

北
原
定
住
促
進
住

宅
新
築
工
事
は
な
ぜ
始

ま
ら
な
い
の
か
。

Ａ　

１
月
に
入
札
を
行

い
、
契
約
、
着
工
し
て
い

る
が
現
場
に
お
い
て
着
手

さ
れ
て
い
な
い
。
建
築
申

請
を
し
た
と
こ
ろ
県
よ
り

若
干
指
摘
が
あ
り
訂
正
等

に
時
間
が
か
か
っ
て
い

る
。
間
も
な
く
許
可
が
下

り
着
工
で
き
る
。

？？

末
広
町
の
若
者
定
住
住
宅

い
つ
完
成

Ｑ　

末
広
町
の
子
育
て

若
者
定
住
促
進
住
宅
は

何
年
に
完
成
す
る
の

か
。

Ａ　

遅
く
と
も
30
年
度
に

造
成
完
了
し
販
売
に
着
手

し
た
い
。 ？？

Ｑ　

完
成
後
の
分
譲
価

格
は
。

Ａ　

造
成
工
事
や
買
収
費

用
を
加
味
し
て
検
討
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
近

木
野
反
分
館

建
設
し
な
い
の
か

Ｑ　

振
興
計
画
で
は
、

平
成
29
年
度
木
野
反
公

民
館
建
設
費
が
あ
っ
た

が
、
当
初
予
算
に
計
上

さ
れ
て
い
な
い
の
は
な

ぜ
か
。

Ａ　

財
政
的
見
地
及
び
緊

急
性
を
総
合
的
に
検
討
し

た
結
果
先
送
り
と
な
っ

た
。

？？

ダ
リ
ア
の
切
り
花

売
れ
行
き
は

Ｑ　

ダ
リ
ア
切
り
花
の

単
価
い
く
ら
か
。

Ａ　

花
の
値
段
相
場
は
変

動
が
激
し
く
、
青
山
フ
ラ

ワ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
栽
培

契
約
を
結
び
１
本
１
０
０

円
で
契
約
し
て
い
る
。

？？

Ｑ　

原
発
事
故
の
損
害

賠
償
の
関
係
は
。

Ａ　

震
災
当
時
の
平
均
単

価
と
現
在
の
単
価
の
差
額

が
賠
償
金
と
し
て
支
払
わ

れ
て
い
る
。

隣
の
売
買
実
例
な
ど
を
参

考
に
し
な
が
ら
価
格
の
決

定
を
行
う
。
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一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

　

何
度
か
傍
聴
に
き
て
お
り
ま

す
が
、
な
か
な
か
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
が
合
わ
ず
実
現
で
き
な
い
事

も
あ
り
ま
し
た
。
今
回
チ
ャ
ン

ス
が
巡
っ
て
き
た
事
を
幸
運
に

思
い
、
ワ
ク
ワ
ク
感
で
足
を
運

び
ま
し
た
。

　

行
政
側
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
の
答
弁
が
い
ま
い
ち
私
に
は

伝
わ
っ
て
こ
な
い
と
感
じ
ま
し

た
。

　

も
ち
ろ
ん
質
問
に
よ
っ
て

は
、
丁
寧
な
町
政
の
進
捗
状
況

を
説
明
さ
れ
て
る
事
も
あ
り
ま

す
が
、
少
し
物
足
り
な
さ
を
感

じ
る
場
面
も
あ
り
白
熱
し
た
論

戦
を
期
待
し
ま
す
。

　

常
に
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
巡
ら

し
研
修
会
、
勉
強
会
、
視
察
な

ど
で
得
ら
れ
た
知
識
を
存
分
に

生
か
し
て
、
町
政
の
困
難
な
問

題
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た

い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。質
問
、

提
言
な
ど
事
前
に
相
当
な
調
査

を
し
て
臨
ん
で
お
ら
れ
る
の
で

あ
ろ
う
と
、
議
員
さ
ん
の
熱
意

に
関
心
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
言
い
っ

ぱ
な
し
で
終
わ
ら
な
い
よ
う
に
、

そ
の
後
の
成
り
行
き
も
見
守
っ

て
い
き
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

塙
町
に
は
他
町
村
に
劣
ら
な

い
財
産
が
あ
り
ま
す
。
宝
の
持

ち
腐
れ
に
な
ら
な
い
よ
う
、
理

想
を
掲
げ
て
未
来
の
子
ど
も
達

の
た
め
に
も
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
示

し
て
ほ
し
い
。
先
ご
ろ
行
わ
れ

た
意
見
交
換
会
に
お
い
て
も
、

提
案
や
ア
イ
デ
ィ
ア
が
出
さ
れ

て
い
た
と
思
い
ま
す
。
ど
こ
に

視
点
を
置
く
の
か
、
子
育
て
や

福
祉
、
教
育
な
ど
問
題
は
山
積

し
て
い
ま
す
が
、塙
工
業
高
校
、

塙
厚
生
病
院
、
道
の
駅
、
建
設

予
定
の
こ
ど
も
園
、森
林
資
源
、

花
の
町
は
な
わ
、
ど
れ
を
と
っ

て
も
今
後
に
活
か
せ
る
財
産
だ

と
思
い
ま
す
。
町
民
が
主
役
に

な
り
、
山
、
水
、
花
の
町
づ
く

り
に
参
加
で
き
る
よ
う
、
多
く

の
町
民
を
巻
き
込
ん
で
意
見

交
換
を
す
べ
き
と
思
い
ま
す
。

我
々
も
他
山
の
石
と
せ
ず
積
極

的
に
行
政
を
見
つ
め
て
い
く
べ

き
と
考
え
ま
す
。

金澤　寿子さん
（中塚）

―
傍
聴
の
き
っ
か
け
は

―
傍
聴
さ
れ
た
感
想
は

　
　
　

ど
う
で
し
た
か

―
議
員
に
対
す
る

　
　

要
望
は
あ
り
ま
す
か

―
新
年
度
事
業

　
　

に
つ
い
て
要
望
は

白熱した議論を
期待します

ひとことインタビューひとことインタビュー
　3 月定例会の傍聴者数はのべ 57 人でした。傍聴された方
の中から、金澤寿子さんに傍聴した感想などをインタビュー
しました。

一
般
質
問
と
は

　

議
会
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
代
わ
っ
て
町
の
行
財
政
の
運

営
を
監
視
す
る
役
割
が
あ
り
ま
す
。

　

一
般
質
問
は
、
そ
の
議
会
を
構
成
す
る
議
員
に
与
え
ら
れ

た
権
利
で
す
。
町
の
事
務
の
執
行
状
況
や
町
の
将
来
へ
の
考

え
方
に
つ
い
て
、
報
告
や
説
明
を
町
長
に
求
め
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
に
掲
載
し
て
い
る
一
般
質
問
は
、
一
般
質
問

議
員
自
ら
が
作
成
し
掲
載
し
て
い
ま
す
。
掲
載
希
望
が
な
い

議
員
は
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

町
政
を
た
だ
す

町
政
を
た
だ
す

質
問　

塙
工
高
校
に
対
す
る
現

状
認
識
は
。

答
弁　

入
学
者
が
少
な
く
て
心

配
し
て
い
る
。

質
問　

塙
工
高
校
は
入
学
者
が

少
な
く
て
存
続
の
危
機
に
あ

る
。
新
学
科
を
創
設
し
て
町
活

性
化
に
つ
な
げ
て
ど
う
か
。

答
弁　

廃
校
に
な
る
と
地
域
に

大
き
な
影
響
を
与
え
る
。
存
続

の
為
に
も
新
学
科
の
創
設
は
県

に
強
く
働
き
か
け
た
い
。

質
問　

全
国
か
ら
生
徒
が
集
ま

る
よ
う
な
学
科
創
り
の
体
制
を

早
急
に
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
先
行
し
て
通
学
費
を
援
助

し
て
は
。

答
弁　

他
の
自
治
体
の
取
り
組

み
を
検
証
し
、
私
案
と
し
て
給

食
の
供
給
な
ど
も
検
討
し
た
い
。

質
問　

町
長
以
下
三
役
が
給
料

を
減
額
し
て
原
資
を
捻
出
し
て

は
。

答
弁　

よ
く
考
え
た
い
。

質
問　

町
長
の
公
約
で
あ

る
若
者
定
住
促
進
住
宅
が

振
興
計
画
で
宅
地
造
成
だ

け
に
変
更
さ
れ
た
理
由

は
。

答
弁　

分
譲
価
格
が
安
く

で
き
そ
う
と
思
わ
れ
る
。

全
部
売
れ
て
し
ま
え
ば
造

ら
な
い
。

質
問　

分
譲
地
を
買
っ
て

家
を
建
て
る
と
高
額
に
な

る
。
賃
貸
で
あ
れ
ば
安
上

が
り
で
定
住
が
進
む
の
で

は
な
い
か
。
造
ら
な
い
と

若
者
の
流
出
は
止
ま
ら
な

い
と
思
う
が
。

答
弁　

町
内
で
若
者
が
か

な
り
家
を
建
て
て
い
る
。

建
築
材
料
な
ど
で
支
援
し

て
行
き
た
い
。

質
問　

今
年
度
の
ふ
る
さ
と

納
税
額
は
い
く
ら
か
。

答
弁　

９
０
０
万
円
で
前
年

の
50
％
に
落
ち
こ
ん
で
い
る
。

質
問　

姉
妹
都
市
、
友
好
都

市
を
締
結
し
た
り
、
天
領
の

さ
と
と
い
う
同
じ
名
前
の
道

の
駅
と
連
携
し
て
返
礼
品
を

充
実
し
、
更
に
町
の
活
性
化

に
つ
な
げ
て
は
ど
う
か
。

答
弁　

前
向
き
に
し
っ
か
り

と
検
討
し
た
い
。

質
問　

町
民
の
先
頭
に
立
ち

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
で
行
う
べ

き
と
思
う
が
。

答
弁　

何
処
へ
で
も
出
か
け

て
い
っ
て
売
り
こ
ん
で
行
き

た
い
。

鈴木　茂

姉妹都市道の駅
　連携で戦略町政を

前向きに検討したい

若
者
定
住
促
進
住
宅
建
設
は
！

分
譲
地
を
優
先
し
建
設
材
料
で
支
援

町
の
考
え
を
問
う

塙
工
高
に
新
学
科
創
設
で

町
起
こ
し
を

存
続
を
目
ざ
し
て
取
り
組
む

平成29年度57名が入学した塙工業高校

町
政
を
た
だ
す

塙工高は、初代町長白石禎美翁
が私財を投げうって創設した。
ＯＢである町長は、危機感を持っ
て存続させる責務がある。



質
問　

財
政
が
硬
直
化

し
、
経
常
収
支
比
率
の
悪

化
に
よ
り
、
福
島
県
総
務

部
長
宛
て
に
提
出
し
た

「
市
町
村
財
政
計
画
」
の

内
容
を
問
う
。　
　
　
　

答
弁　

こ
れ
は
、
財
政
の

硬
直
化
に
よ
る
シ
グ
ナ
ル

で
あ
る
。

　

歳
入
方
法
は
滞
納
や
使

用
料
の
回
収
を
進
め
、
町

公
有
地
の
積
極
的
販
売
も

行
う
。

　

経
常
収
支
比
率
93
％
に

な
っ
た
の
は
、
給
食
セ
ン

タ
ー
、
武
道
場
、
防
災
セ

ン
タ
ー
を
起
債
や
一
般
財

源
で
町
単
独
事
業
と
し
て

行
な
っ
た
た
め
で
、
元
利

償
還
金
の
増
加
に
繋
が
っ

た
の
で
、
町
単
独
は
考
え

直
し
、
効
率
の
良
い
補
助

金
等
を
考
え
て
い
く
。

質
問　

多
く
の
子
供
を
育
て
て
貰
う

た
め
に
も
、
給
食
費
の
無
料
化
は
重

要
な
政
策
で
あ
る
が
、
３
割
負
担
の

ま
ま
な
の
か
。　
　
　

答
弁　

平
成
三
十
年
以
降
の
給
食
費

無
料
化
は
、
財
源
と
照
ら
し
合
わ
せ

を
し
な
が
ら
、
実
現
の
方
向
に
向
け

て
考
え
行
き
た
い
。

質
問　

笹
原
地
区
の
幼
稚
園
児
が
こ

ど
も
園
に
入
園
が
可
能
な
の
か
。

答
弁　

幼
稚
園
は
、
学
区
と
い
う
も

の
を
定
め
て
い
な
い
の
で
、
笹
原
に

在
住
し
て
い
る
子
供
達
も
、
希
望
す

れ
ば
「
塙
こ
ど
も
園
」
に
入
る
こ
と

は
で
き
る
。

質
問　

常
豊
小
学
校
・
幼
稚
園
跡
地

を
「
地
域
密
着
型
・
通
所
介
護
施
設
」

や
「
敬
老
サ
ロ
ン
」
な
ど
の
施
設
利

用
は
可
能
か
、
ま
た
町
は
ど
の
様
な

プ
ラ
ン
が
あ
る
の
か
。

答
弁　

跡
地
利
用
は
、「
廃
止
条
例
」

が
成
立
し
て
い
な
い
の
で
、
軽
々
に

話
は
で
き
な
い
が
、
住
民
や
地
元
の

意
向
を
十
分
に
汲
み
上
げ
て
決
し
て

行
き
た
い
。

質
問　

塙
町
振
興
公
社
・

湯
遊
ラ
ン
ド
の
施
設
使
用

料
が
昨
年
度
０
円
で
、
累

積
赤
字
が
９
２
０
０
万
円

（
資
本
金
１
億
／
町
出
資

51
％
）
と
な
り
、
債
務
超

過
に
陥
る
。
平
成
30
年
度

か
ら
「
地
方
公
会
計
」
の

導
入
に
伴
う
連
結
決
算
の

対
応
は
ど
う
す
る
の
か
。

答
弁　

平
成
10
年
に
オ
ー

プ
ン
し
て
、
使
用
料
は
４

０
０
０
万
円
だ
っ
た
が
、

平
成
16
年
か
ら
２
０
０
０

万
円
、
平
成
22
年
１
０
０

０
万
円
、
平
成
23
年
以
降

は
、賦
課
を
し
て
い
な
い
。

平
成
29
年
度
か
ら
連
結
決

算
の
対
象
に
な
る
。
し
か

し
、
数
字
を
明
ら
か
に
す

る
だ
け
で
、
そ
の
ま
ま
行

政
が
赤
字
を
補
填
す
る
も

の
で
は
な
い
と
聞
い
て
い

る
。
今
後
、
勉
強
を
重
ね

て
行
き
た
い
。

質
問　

人
口
減
少
が
続
い

た
場
合
、
働
く
世
代
も
減

少
し
、
生
産
活
動
の
低
下

や
税
の
減
収
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
な
ど
の
維

持
も
困
難
に
な
る
が
、
地

域
の
維
持
を
図
る
「
地
域

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
」
な
ど
の
模

索
は
あ
る
か
。

答
弁　

運
営
経
費
の
掛
か

ら
な
い
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
ー
の
構
想
を
考
え
て

い
る
。
専
門
家
と
相
談
を

し
て
い
る
。
壮
大
な
計
画

と
な
る
が
、
し
っ
か
り
と

し
た
計
画
を
立
案
し
、
国

県
に
予
算
も
含
め
て
働
き

掛
け
を
し
て
行
き
た
い
。

笹
原
地
区
の
こ
ど
も
園
入
園
に
つ
い
て

常
豊
小
・
常
豊
幼
稚
園
跡
地
利
用
は

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
は

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

質
問　

あ
ぶ
く
ま
高
原
美

術
館
廃
止
は
、
い
つ
那
倉

地
区
に
説
明
し
た
の
か
。

答
弁　

一
度
も
那
倉
に
出

向
い
て
の
説
明
会
等
は
開

い
て
い
な
い
。
振
興
計
画

に
載
せ
た
だ
け
で
取
り
壊

す
と
は
言
っ
て
い
な
い
。

新
年
度
に
な
っ
て
か
ら
考

え
る
。

質
問　

町
主
催
敬
老
会
の

開
催
は
。

答
弁　

新
区
長
さ
ん
と
話

し
合
っ
て
決
定
す
る
。

質
問　

汚
染
土
壌
搬
入
に

つ
い
て
上
石
井
地
区
に
説

明
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た

の
か
。

答
弁　

放
射
線
量
が
低
い

の
で
人
体
へ
の
影
響
は
な

い
と
認
識
さ
れ
た
こ
と
か

ら
説
明
の
必
要
は
な
い
と

判
断
し
た
。

質
問　

多
世
代
交
流
セ
ン

タ
ー
建
設
か
ら
こ
ど
も
園

建
設
に
至
る
経
緯
は
。

答
弁　

築
40
年
を
経
過
し

て
老
朽
化
し
て
い
る
。

　

多
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー

に
も
対
応
し
た
施
設
で
あ

る
。

質
問　

何
故
高
齢
者
サ
ロ

ン
を
外
し
た
の
か
。

答
弁　

多
目
的
ホ
ー
ル
で

十
分
可
能
で
あ
る
。

質
問　

町
財
政
は
大
丈
夫

か
。

答
弁　

経
常
収
支
比
率
は

悪
化
す
る
。

　

財
政
に
見
合
っ
た
施
設

に
し
た
。

質
問　

こ
ど
も
園
完
成
年

度
は
。

答
弁　

30
年
度
完
成
を

願
っ
て
い
る
が
ま
だ
図
面

が
出
来
て
い
な
い
。

質
問　

こ
ど
も
園
建
設
の

工
程
表
は
。

答
弁　

基
本
計
画
は
本
年

６
月
ま
で
に
。

　

実
施
設
計
は
来
年
１
月

ま
で
に
仕
上
げ
て
今
年
度

中
に
発
注
し
た
い
。

質
問　

認
定
こ
ど
も
園
を

目
指
す
の
か
。

答
弁　

こ
の
町
に
あ
っ
た

運
営
に
す
る
。

質
問　

笹
原
幼
稚
園
は
ど

う
な
る
の
か
。

答
弁　

幼
稚
園
に
学
区
は

な
い
の
で
自
由
で
あ
る

質
問　

役
場
組
織
の
再
編

は
。

答
弁　

状
況
に
応
じ
て
柔

軟
に
対
応
す
る
。

質
問　

町
長
公
約
の
老
人

ホ
ー
ム
の
建
設
は
。

答
弁　

こ
ど
も
園
建
設
を

優
先
し
て
そ
の
後
地
域
の

要
望
に
よ
っ
て
考
え
る
。

町
の
考
え
を
問
う

吉田　広明

行政改革は永遠のテーマ
なので、改革改善をしな
ければ、、、、

あ
ぶ
く
ま
高
原
美
術
館

廃
止
は

敬
老
会
開
催
も

含
め
て
検
討
す
る

給食費の無料化は
どうなるのか

実現させる方向で検討したい

湯
遊
ラ
ン
ド
の
赤
字
は
ど
う
な
る

今
後
勉
強
を
重
ね
た
い

「市町村財政計画」を県に提出したが
町の考えを問う

財政の硬直化によるシグナル

鈴木　安次

町政は町民の為にあるべきであ
る。
町民ファーストだが現町政は・・・

なぜこども園建設に

建築40年を経過している

町長選挙公約は

こども園建設を優先する

子どもたちの夢と希望があふれる町に
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質
問　

森
林
整
備
加
速

化
・
林
業
再
生
事
業
補
助

金
で
の
事
業
の
進
捗
状
況

は
。

答
弁　

協
和
木
材
の
集
成

材
の
加
工
施
設
一
式
な
ど

の
、
補
助
金
の
交
付
は
決

定
と
な
っ
て
い
る
。
東
白

製
材
協
同
組
合
に
は
選
別

機
の
導
入
な
ど
の
補
助
金

が
予
定
さ
れ
て
い
る
ほ
か

建
設
予
定
の
建
物
の
設
計

審
査
段
階
で
あ
る
。

　

遠
野
興
産
の
事
業
は
、

建
設
予
定
地
と
の
交
渉
中

で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
全

て
３
月
１
日
現
在
の
状
況

で
あ
る
。

質
問　

遠
野
興
産
チ
ッ
プ

工
場
が
川
上
地
区
か
ら
上

渋
井
地
区
に
変
更
に
な
っ

た
経
緯
は
。

答
弁　

川
上
地
区
で
の
説

明
会
で
騒
音
、
粉
じ
ん
問

題
が
発
生
す
る
の
で
反
対

が
あ
っ
た
。
ま
た
、
上
渋

井
地
区
に
あ
る
木
材
流
通

セ
ン
タ
ー
が
東
白
川
森
林

組
合
よ
り
借
地
し
て
い
る

用
地
で
の
創
業
が
望
ま
し

い
の
で
は
な
い
か
。

質
問　

チ
ッ
プ
工
場
が
出

来
る
こ
と
に
よ
る
町
の
森

林
事
業
に
及
ぼ
す
メ
リ
ッ

ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

答
弁　

今
ま
で
活
用
さ
れ

な
か
っ
た
木
材
も
チ
ッ
プ

に
な
る
の
で
収
入
に
繋
が

る
。
雇
用
問
題
に
も
プ
ラ

ス
に
な
る
の
で
は
な
い

か
。
騒
音
、
粉
じ
ん
に
関

し
て
は
、
建
物
の
中
で
の

作
業
な
の
で
許
容
範
囲
で

あ
る
。

質
問　

最
終
処
分
場
建
設

前
に
あ
っ
た
ゴ
ミ
の
山
は

ど
こ
に
消
え
た
の
か
。

答
弁　
　

過
去
に
自
然
発

火
で
２
回
ほ
ど
火
災
が
発

生
し
た
。
そ
の
時
ゴ
ミ
の

山
は
大
半
が
焼
失
し
灰
の

状
態
に
な
っ
た
た
め
そ
の

ま
ま
埋
め
た
。
現
在
は
、

最
終
処
分
場
で
そ
こ
か
ら

出
る
水
の
管
理
は
適
切
に

し
て
い
る
。

質
問　

健
康
寿
命
を
延
ば

す
た
め
に
も
米
山
を
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
の
場
と
し
て
活

用
で
き
な
い
か
。

答
弁　

山
頂
の
景
観
も
町

内
を
一
望
で
き
る
健
康
に

繋
が
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の

場
所
及
び
観
光
に
も
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

質
問　

林
間
工
業
団
地
へ

の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
進
捗

状
況
は
。

答
弁　

県
と
も
協
議
を
し

て
補
助
事
業
が
あ
る
か
働

き
か
け
て
い
る
。

　

県
南
建
設
事
務
所
の
関

係
者
と
現
地
確
認
を
行
っ

た
。

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

質
問　

統
合
ま
で
一
年
と

な
っ
た
常
豊
小
学
校
の
利

活
用
に
つ
い
て
町
長
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
構
想

は
。

答
弁　

す
べ
て
は
廃
止
条

例
制
定
後
で
あ
る
が
各
方

面
と
協
議
し
模
索
し
て
い

く
。
私
と
し
て
は
公
共
施

設
と
し
て
活
用
し
て
い
き

た
い
。

質
問　

財
政
が
厳
し
い
と

い
う
人
々
が
い
る
な
か

で
、
12
億
を
か
け
て
こ
ど

も
園
を
新
築
す
る
な
ら
、

常
豊
小
学
校
を
１
～
２
億

円
か
け
て
リ
フ
ォ
ー
ム
す

れ
ば
立
派
な
こ
ど
も
園
に

な
る
と
い
う
声
も
多
数
あ

る
。
現
在
の
こ
ど
も
園
候

補
地
は
、
５
年
前
取
得
を

提
案
し
た
時
か
ら
、
高
齢

者
と
子
育
て
世
代
が
一
緒

に
住
む
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
こ

そ
が
最
適
で
あ
る
と
申
し

上
げ
る
。
ま
た
、
常
豊
小

学
校
の
活
用
に
は
、
看
護

師
、
介
護
士
養
成
の
専
門

学
校
を
誘
致
で
き
な
い

か
。
外
国
人
を
含
め
若
い

人
が
町
内
に
住
め
る
よ

う
、
既
存
の
ア
パ
ー
ト
を

リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
改
築
補

助
金
を
用
意
し
て
町
の
活

性
化
を
図
る
よ
う
提
言
す

る
。

答
弁　

各
機
関
と
相
談
し

て
返
答
す
る
。

質
問　

少
子
化
対
策
を
伺

う
。

答
弁　

国
の
進
め
る
総
合

戦
略
に
合
わ
せ
、
地
方
版

総
合
戦
略
を
策
定
し
そ
れ

を
軸
に
考
え
て
い
く
。

質
問　

予
算
に
給
食
費
３

割
補
助
を
少
子
化
対
策
と

し
て
提
案
し
て
い
る
が
、

子
供
一
人
当
た
り
の
給
食

費
負
担
と
大
学
を
終
了
ま

で
の
経
費
を
伺
う
。

答
弁　

給
食
費
は
、
11
年

間
で
54
万
円
ぐ
ら
い
。
教

育
費
は
18
年
間
で
種
々
の

ケ
ー
ス
が
あ
る
が
約
１
０

０
０
万
円
か
ら
１
５
０
０

万
円
ぐ
ら
い
で
あ
る
。

質
問　

こ
れ
ま
で
も
提
言

し
て
き
た
が
、
条
件
付
給

付
型
奨
学
金
を
検
討
し
て

は
ど
う
か
。

答
弁　

国
と
し
て
も
検
討

し
て
い
る
事
で
も
あ
り
、

町
も
対
処
を
考
え
る
。

質
問　

強
風
の
日
が
増
え

て
い
る
が
、
町
の
大
火
対

策
を
伺
う
。

答
弁　

消
火
栓
が
２
６
９

防
火
水
槽
98
有
り
、
川
上

川
、
久
慈
川
の
自
然
水
利

を
活
用
す
る
考
え
で
あ

り
、
町
堀
の
流
水
の
確
保

も
命
じ
て
い
る
。
状
況
に

よ
り
す
み
や
か
な
外
部
、

上
部
機
関
へ
の
応
援
要
請

も
考
え
て
い
る
。

質
問　

文
化
財
保
護
出
動

訓
練
の
よ
う
な
町
内
出
動

訓
練
を
し
て
は
ど
う
か
。

実
際
に
や
っ
て
み
な
い
と

対
処
が
で
き
な
い
。

答
弁　

あ
り
が
た
い
提
案

で
あ
り
対
応
を
要
請
す
る
。

で
き
れ
ば
実
施
し
た
い
。

質
問　

経
常
収
支
比
率

93
％
と
言
う
こ
と
で
財
政

計
画
の
提
出
要
請
が
あ
っ

た
と
い
う
が
内
容
を
伺
う
。

答
弁　

正
常
値
が
70
％
で

あ
る
な
か
、
93
％
と
い
う

事
で
提
出
し
県
か
ら
努
力

要
請
が
あ
っ
た
。原
因
は
、

給
食
セ
ン
タ
ー
、
防
災
セ

ン
タ
ー
、
衛
生
組
合
補
助

金
、
上
下
水
道
補
助
金
な

ど
町
単
独
事
業
が
重
な
っ

た
の
が
原
因
で
あ
り
一
時

的
な
現
象
と
も
い
え
る
。

町
の
財
政
指
標
は
健
全
で

あ
る
。

質
問　

公
共
施
設
等
管
理

計
画
を
み
る
と
今
後
40
年

毎
年
16
億
円
か
か
る
と
あ

る
が
説
明
を
求
め
る
。

答
弁　

現
在
あ
る
施
設
を

40
年
後
も
維
持
す
る
と
し

た
ら
と
い
う
数
字
で
あ
る
。

町
の
考
え
を
問
う

森林整備・林業再生補助金での
チップ工場今後どうなる

町の考えを問う

周りに及ぼす影響は計容範囲である

健康寿命を伸ばすために
も、ゆっくり米山を登って
みませんか

下重　義人小峰　由久

大幅な人事異動で答弁席も様
変わり、一度お出かけ下さい。
楽しみです。

常
豊
小
学
校
の
利
活
用
は

公
共
施
設
と
し
て
活
用
し
て
い
き
た
い

あのゴミの山はいずこへ

大半が焼失

ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ

を
望
む

現
在
調
査
中

で
あ
る

西に聳え立つ米山活用

観光の場として考えてみたい

給
付
型
奨
学
金
を
検
討
し
て
は

町
も
対
策
を
考
え
る

経
常
収
支
比
率
93
％
と
は

一
時
的
な
現
象
で
財
政
指
標
は
健
全

米山と水郡線
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質
問　

平
成
27
年
度
同
一

労
働
同
一
賃
金
推
進
法
が

施
行
さ
れ
ま
し
た
。
欧
米

諸
国
で
は
非
正
規
社
員
の

賃
金
が
正
社
員
の
８
割
程

度
で
、
日
本
は
６
割
と
大

き
く
遅
れ
を
と
っ
て
い
る

国
で
す
。
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
給
与
基
準
を
検
討
す

べ
き
と
考
え
ま
す
。
塙
町

の
正
職
員
・
臨
時
職
員
の

人
数
・
給
与
・
賞
与
・
そ

の
他
の
手
当
の
支
払
い
現

状
を
お
聞
き
し
ま
す
。

答
弁　

正
職
員
数
は
１
１

９
名
。
月
総
額
給
与
は

４
１
７
０
万
円
。
月
一
人

当
た
り
平
均
35
万
円
、
賞

与
２
回
１
億
６
４
０
０
万

円
、
年
一
人
当
た
り
平
均

１
４
０
万
円
。
臨
時
職
員

98
名
、
日
額
職
員
31
名
・

非
常
勤
日
額
職
員
10
名
・

パ
ー
ト
職
員
57
名
、
日
額

職
員
の
場
合
月
26
万
円
前

後
。

質
問　

今
後
、町
正
職
員
・

臨
時
職
員
の
職
員
数
・
給

与
体
系
を
ど
の
よ
う
な
待

遇
で
対
応
す
る
か
伺
い
ま

す
。

答
弁　

国
の
方
針
に
合
わ

せ
対
応
を
考
え
て
い
き
た

い
。

質
問　

福
島
第
一
原
発
事

故
後
、
燃
料
デ
ブ
リ
に
近

づ
く
こ
と
す
ら
で
き
ず
、

事
故
収
束
の
目
途
は
立
っ

て
い
ま
せ
ん
。
今
後
、
町

民
の
不
安
・
賠
償
の
相
談

な
ど
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　

個
人
の
対
応
で
は

限
界
が
あ
り
、
東
京
電
力

と
も
引
き
続
き
交
渉
し
て

い
き
ま
す
。

質
問　

避
難
地
域
で
、
い

じ
め
に
あ
う
事
件
が
あ
り

ま
し
た
。
学
校
教
育
で
、

子
ど
も
達
が
自
信
を
持
ち

生
活
で
き
る
放
射
線
の
知

識
・
教
育
環
境
を
作
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
る

が
、
考
え
を
伺
う
。

答
弁　

小
学
１
年
生
か
ら

中
学
３
年
生
ま
で
放
射
能

の
正
し
く
恐
れ
る
知
識
を

身
に
付
け
る
教
育
を
行
っ

て
い
ま
す
。

質
問　

全
国
の
自
治
体
関

係
者
が
「
奇
跡
の
村
」
と

呼
ぶ
山
村
が
、
長
野
県
下

條
村
で
す
。

　

２
０
１
１
年
度
の
財
政

力
指
数
は
０
・
21
、
典
型

的
な
山
村
で
す
。
今
、
全

国
の
市
町
村
の
行
政
関
係

者
が
研
修
に
い
く
先
進
地

で
す
。
伊
藤
村
長
は
「
行

政
コ
ス
ト
を
ト
コ
ト
ン
削

れ
ば
、
投
資
的
経
費
は
捻

出
で
き
る
」
と
言
っ
て

い
ま
す
。
職
員
数
は
32

名
、
類
似
の
公
共
団
体
平

均
の
半
分
以
下
で
す
。
経

常
収
支
比
率
は
、
全
国
６

位
64
・
７
％
、
実
質
公
債

比
率
は
全
国
４
位
の
マ
イ

ナ
ス
３
・
５
％
で
基
金
は

55
億
円
と
健
全
財
政
で

す
。
塙
町
振
興
公
社
の
半

年
間
で
改
善
が
で
き
た
こ

と
、
進
行
中
の
改
善
計
画

を
伺
う
。

答
弁　

毎
月
経
営
監
査
を

行
い
。
少
し
ず
つ
改
善
し

て
い
る
と
い
え
る
。
人
材

育
成
に
努
め
利
益
確
保
に

邁
進
し
ま
す
。

質
問　

町
の
歳
出
の
中
で

委
託
業
務
の
予
算
が
大
き

く
、
28
年
度
で
２
億
４
千

万
円
ほ
ど
の
多
額
予
算
が

計
上
さ
れ
、
以
前
は
職
員

が
お
こ
な
い
現
在
委
託
さ

れ
る
予
算
は
ど
の
程
度
あ

り
ま
す
か
。

答
弁　

大
き
な
ウ
ェ
ー
ト

を
占
め
て
い
る
の
は
、
Ｔ

Ｋ
Ｃ
、
給
食
セ
ン
タ
ー
、

図
書
館
の
窓
口
な
ど
の
委

託
先
が
あ
る
。

質
問　

長
年
予
算
を
経
常

的
に
歳
出
し
て
い
る
補
助

金
は
、
通
常
３
～
５
年
で

結
果
を
出
す
。
こ
れ
が
一

般
的
補
助
金
で
す
、
ダ
リ

ア
補
助
金
の
独
り
立
ち
で

き
な
い
理
由
な
ど
を
伺
い

ま
す
。

答
弁　

塙
の
ダ
リ
ア
と
し

て
商
標
登
録
を
し
て
い

る
。
ダ
リ
ア
切
り
花
に
よ

る
産
地
化
を
目
指
し
て
い

る
。

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

質
問　

「
議
員
と
語
ろ
う
」

意
見
交
換
会
の
席
で
、
区

長
を
始
め
区
役
員
か
ら
不

安
を
い
だ
く
声
を
耳
に
し

た
が
、
29
年
度
の
敬
老
会

を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の

か
。

答
弁　

29
年
度
の
行
政
区

長
連
合
会
と
協
議
を
重

ね
、
担
当
課
と
意
思
疎
通

を
図
り
な
が
ら
敬
老
会
実

施
を
進
め
る

質
問　

塙
大
津
港
線
・
上

町
地
内
の
通
学
路
の
歩
道

や
、
板
庭
橋
手
前
の
急

カ
ー
ブ
の
現
状
を
ど
の
よ

う
に
認
識
し
て
い
る
の
か

答
弁　

危
険
な
状
況
に
あ

る
と
認
識
し
て
い
る

質
問　

今
年
１
月
に
県
は

現
地
を
確
認
し
、
塙
大
津

港
線
の
上
町
地
内
に
つ
い

て
非
常
に
危
険
と
再
認
識

し
た
が
、
町
の
今
後
の
対

応
は
。

答
弁　

道
路
拡
幅
に
あ
た

り
、
地
権
者
の
協
力
が
あ

れ
ば
県
に
働
き
か
け
や
す

い
。

質
問　

塙
町
の
中
心
部
に

位
置
す
る
羽
黒
山
は
県
の

サ
ポ
ー
ト
事
業
を
活
用
下

刈
り
作
業
・
桜
の
苗
等
の

植
樹
を
し
た
が
、
今
後
の

羽
黒
山
の
里
山
づ
く
り

は
。

答
弁　

手
入
れ
が
行
き
届

い
て
い
な
い
状
況
で
あ

り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

り
な
が
ら
里
山
づ
く
り
を

推
し
進
め
て
行
く
。

質
問　

羽
黒
山
全
体
を

城
域
と
す
る
羽
黒
山
城 

(

羽
黒
舘) 

は
16
世
紀
に

築
城
し
、
久
慈
地
方
最
大

の
山
城
と
知
ら
れ
、
林
道

も
整
備
さ
れ
て
い
る
。
塙

町
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
存
在

感
が
あ
り
、
磨
け
ば
光
る

観
光
資
源
が
詰
ま
っ
た
羽

黒
山
を
活
用
し
た
観
光
ビ

ジ
ョ
ン
の
考
え
は
。

答
弁　

今
年
度
、
観
光
協

会
が
作
成
し
た
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
・
ド
ラ
イ
ブ
マ
ッ
プ

を
使
い
誘
客
を
図
る
と
共

に
、
羽
黒
山
頂
を
含
め
町

内
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
整

え
て
行
き
た
い
。

質
問　

羽
黒
山
は
観
光
資

源
の
宝
庫
で
あ
る
。安
心
・

安
全
に
山
全
体
を
使
っ
て

自
然
の
中
で
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
が
で
き
る
「
健
康
づ
く

り
の
山
」
と
し
て
位
置
づ

け
誘
客
を
図
る
考
え
は
。

答
弁　

ア
イ
デ
ィ
ア
を
取

り
入
れ
な
が
ら
、
検
討
す

る
。

バランスのとれた給与基準を検討すべき
町の考えを問う

国の方針に合せる

今、町村は医療費・年金・
給与・公債費・少子高齢化
対策などの経費収支バラン
スの取れた行政を求められ
ている。

青砥　與藏

町
の
考
え
を
問
う

七宮 広樹

初心忘るべからず　
「一筋一心」活動中　

町
民
の
不
安
を
払
拭
す
べ
き
!!

誠
意
を
も
っ
て
町
政
に
取
り
組
ん
で
行
く
!!

賠償の相談は

引き続き交渉する

町振興公社の改善計画は

人材育成、経費削減に努める

里
山
づ
く
り
に
つ
い
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
り

推
し
進
め
る

歩道が狭く危険な通学路
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一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

工事契約先決定方法は
町の考えを問う

町財務規則に基づきおこなう

町の行う工事などは膨大な
予算額を占める。入札及び
契約は更なる透明性が求め
られるのではないか！

吉田　克則

質
問　

町
が
お
こ
な
う
工

事
等
契
約
先
決
定
方
法
に

つ
い
て
、
手
続
き
の
透
明

性
、
競
争
性
確
保
の
観
点

か
ら
、
建
設
工
事
入
札
制

度
は
ど
の
様
に
な
っ
て
い

る
の
か
。

答
弁　

町
財
務
規
則
に

基
づ
き
、
予
定
価
格

１
３
０
万
円
以
上
の
工
事

は
、
指
名
競
争
入
札
で
お

こ
な
っ
て
い
る
。
指
名
運

営
委
員
会
で
指
名
業
者
は

決
め
て
い
る
。
業
者
選
定

は
建
設
工
事
指
名
資
格
選

考
委
員
会
に
諮
り
決
め
て

い
る
。

一
億
円
以
上
の
工
事
は
一

般
競
争
入
札
で
お
こ
な
っ

て
い
る
。

質
問　

測
量
設
計
等
業
務

委
託
先
と
委
託
料
は
ど
の

よ
う
に
決
め
ら
れ
る
の

か
。

答
弁　

金
額
の
多
い
も
の

に
つ
い
て
は
、
委
託
業
者

を
指
名
し
て
入
札
で
委
託

先
を
決
め
て
い
る
。
公
共

単
価
が
あ
る
の
で
積
算

し
、
予
定
価
格
を
設
定
し

て
い
る
。

質
問　

物
品
の
購
入
先
と

金
額
ど
の
よ
う
に
。

答
弁　

高
額
な
場
合
は
、

指
名
業
者
を
選
定
し
予
定

価
格
を
定
め
入
札
、
又
、

見
積
も
り
を
と
り
物
品
の

購
入
先
と
金
額
を
決
め
て

い
る
。

質
問　

町
立
図
書
館
の
利

用
状
況
と
入
館
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
で
来
館
者
や

読
者
を
増
や
せ
な
い
か
。

答
弁　

町
立
図
書
館
は
、

町
民
の
教
養
と
文
化
の
向

上
に
資
す
る
た
め
平
成
４

年
に
設
置
。
年
間
、
貸
出

図
書
数
４
５
０
０
０
冊
、

利
用
者
数
８
０
０
０
人
強
、

入
館
者
２
万
８
０
０
０
人

を
超
え
て
い
る
。

　

靴
を
は
い
た
ま
ま
の
入

館
は
、
床
暖
房
を
利
用
し

て
い
る
の
で
、
改
修
工
事

等
を
含
め
検
討
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

寛
い
で
読
書
で
き
る

コ
ー
ナ
ー
設
置
は
、
新
た

な
ス
ペ
ー
ス
が
必
要
と
な

る
の
で
今
後
の
課
題
と
し

て
検
討
し
た
い
。

　

町立図書館の環境づくりは

読書コーナー設置は今後の課題

質
問　

学
校
給
食
費
の
無

料
化
に
つ
い
て
。

　

学
校
給
食
費
の
無
料
化

は
、
平
成
29
年
４
月
か
ら

実
施
で
き
る
の
か
。

答
弁　

予
算
書
の
給
食
費

３
１
４
８
万
３
０
０
０
円

を
計
上
し
た
。
こ
れ
は
、

小
学
校
中
学
校
幼
稚
園
個

人
負
担
分
を
30
％
町
が
負

担（
補
助
）す
る
た
め
。（
平

成
29
年
４
月
か
ら
実
施
）

質
問　

国
民
健
康
保
険
に

つ
い
て
。

　

今
年
度
の
医
療
費
の
伸

び
は
現
時
点
で
い
く
ら

か
。

答
弁　

平
成
27
年
度
に

対
し
て
今
年
度
の
医
療

費
の
伸
び
は
、
金
額
で

３
４
２
９
万
２
９
２
３

円
の
増
、
率
と
し
て
６
・

33
％
の
伸
び
と
な
っ
た
。

一
人
当
た
り
の
医
療
費
に

つ
い
て
は
、
被
保
険
者
数

が
69
人
減
少
し
、
一
人
当

た
り
24
万
５
１
４
４
円
で

２
万
１
１
６
９
円
の
増
、

率
と
し
て
９
・
25
％
の
伸

び
と
な
っ
て
い
る
。
医
療

費
が
年
々
増
え
て
い
て
危

惧
し
て
い
る
。
健
康
寿
命

を
伸
ば
す
方
策
と
し
て
、

大
学
と
連
携
し
て
健
康
づ

く
り
が
で
き
な
い
か
、
高

齢
者
が
集
ま
っ
て
で
き
る

仕
事
づ
く
り
、
健
康
体
操

な
ど
を
考
え
て
い
る
。

質
問　

健
康
保
険
税
の
資

産
割
が
な
く
な
る
の
か
。

ま
た
、
資
産
割
が
な
く
な

る
と
被
保
険
者
の
負
担
が

多
く
な
る
の
で
は
な
い

か
。

答
弁　
　

現
在
塙
町
の
条

例
上
、
資
産
割
は
入
っ
て

い
る
。
平
成
30
年
度
か
ら

県
が
市
町
村
に
代
わ
っ
て

国
保
を
運
営
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
が
、
資
産
割

を
外
す
こ
と
は
確
定
し
て

い
な
い
。
全
て
の
国
民
に

と
っ
て
給
付
の
平
等
、
負

担
の
平
等
の
実
現
は
不
可

欠
で
あ
り
、
国
民
健
康
保

険
中
央
会
で
医
療
保
険
制

度
の
一
本
化
を
国
に
要
望

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
法
律
改
正
を
う

け
て
低
所
得
者
向
け
の
保

険
料
軽
減
措
置
や
保
険
者

支
援
制
度
の
拡
充
の
た
め
、

平
成
27
年
度
１
７
０
０
億

円
だ
っ
た
財
政
措
置
が
、

３
４
０
０
億
円
と
な
る
。

高縁　光

福島県には原子力発電はい
らない。今後は小型水力発
電を考えるべきた

学
校
給
食
の
無
料
化
は

給
食
費
の
30
％
を
町
が
負
担

新たな取り組みで来館者数アップを塙町保健推進員は、体操の研修などを行い、各地区での健康づくりを進めている
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意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

た
く
さ
ん
の
ご
意
見
・
ご
要
望
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

た
く
さ
ん
の
ご
意
見
・
ご
要
望
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

た
く
さ
ん
の
ご
意
見
・
ご
要
望
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　

Ｉ
Ｐ
電
話
は
現
在

　
　

利
用
で
き
な
い

が
、
切
替
時
期
に
利
用

を
考
え
る
よ
う
に
し
た

い
。

　
　

急
に
は
難
し
い
と

　
　

思
う
。
経
費
の
問

題
も
あ
る
が
町
民
に
理

解
を
し
て
い
た
だ
き
段

階
を
経
て
進
め
る
の
が

い
い
と
思
う
。

　
　

敬
老
会
は
ど
う
な

　
　

る
の
か
。
区
で
開

催
し
て
ほ
し
い
と
の
こ

と
だ
が
な
か
な
か
難
し

い
。
こ
の
ま
ま
で
は
区

長
の
な
り
手
も
い
な
い
。

　
　

立
地
の
問
題
も
あ

　
　

り
企
業
誘
致
は
難

し
い
。
た
だ
、
住
む
の

な
ら
塙
町
と
言
わ
れ
る

よ
う
な
政
策
を
進
め
る

べ
き
で
あ
る
。
若
者
定

住
促
進
住
宅
や
給
食
費

の
無
料
化
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
政
策
を
行
政
と
議

会
で
検
討
し
て
い
く
。

　
　

企
業
誘
致
は
ど
う

　
　

な
る
の
か
。
働
く

場
所
が
な
い
か
ら
人
が

減
る
の
で
は
、
４
町
村

連
携
で
企
業
誘
致
は
考

え
ら
れ
な
い
の
か
。

　
　

笹
原
幼
稚
園
は
そ 

   　

の
ま
ま
残
す
。
こ

ど
も
園
は
駅
前
に
で
き

る
。
跡
地
は
よ
く
話
し

合
っ
て
よ
り
よ
い
使
い

方
を
考
え
て
ほ
し
い
。

議
会
と
し
て
も
議
論
の

中
に
入
っ
て
い
く
べ
き

で
あ
る
。

　
　

常
豊
小
学
校
の
跡

　
　

地
を
こ
ど
も
園
に

し
て
は
ど
う
か
。
も
っ

と
話
し
合
い
を
し
て
ほ

し
い
。

　

こ
ど
も
園
が
出
来
る

と
笹
原
幼
稚
園
は
ど
う

な
る
の
か
。

　

塙
町
議
会
で
は
、「
顔
が
見
え
る
議
会
」、「
開
か
れ
た
議
会
」
を

　

塙
町
議
会
で
は
、「
顔
が
見
え
る
議
会
」、「
開
か
れ
た
議
会
」
を

め
ざ
し
、
町
民
の
皆
様
に
議
会
の
活
動
状
況
を
知
っ
て
い
た
だ
く
と

め
ざ
し
、
町
民
の
皆
様
に
議
会
の
活
動
状
況
を
知
っ
て
い
た
だ
く
と

同
時
に
、
貴
重
な
ご
意
見
な
ど
を
伺
う
た
め
に
、
毎
年
意
見
交
換
会

同
時
に
、
貴
重
な
ご
意
見
な
ど
を
伺
う
た
め
に
、
毎
年
意
見
交
換
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

平
成

　

平
成
2828
年
度
は
、
２
月

年
度
は
、
２
月
1414
日（
火
）
か
ら

日（
火
）
か
ら
1616
日（
木
）
の
３
日
間
、

日（
木
）
の
３
日
間
、

前
回
よ
り
会
場
を
増
や
し
、
町
内
６
カ
所
で
、
全
議
員

前
回
よ
り
会
場
を
増
や
し
、
町
内
６
カ
所
で
、
全
議
員
1414
人
が
２
班

人
が
２
班

に
分
か
れ
、
議
会
活
動
報
告
と
意
見
交
換
「
人
口
減
少
に
立
ち
向
か

に
分
か
れ
、
議
会
活
動
報
告
と
意
見
交
換
「
人
口
減
少
に
立
ち
向
か

え
」
を
テ
ー
マ
に
、
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

え
」
を
テ
ー
マ
に
、
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

14日（火） 15日（水） 16日（木） 計

1 班
高城地区
5人

塙地区
17人

台宿地区
7人

29人

2 班
那倉地区
10人

笹原地区
8人

常豊地区
11人

29人

計 15人 25人 18人 58人

参加者状況

アンケートでいただいたご意見・ご要望

・少数の意見よりは大人数の意見のほうがより現実的、建設的

　な意見のまとまりが出来ると思うので、多くの町民が集まる

　ような日程を組んでほしい

・このような大変な時こそ議員定数を削減すべきと思う。

・いい企画であり、今後も続けてほしい。また、このような機

　会を開いてもらいたい

・休日か、休日前に開催されると多く人が集まると思う。人数

　が少ないと意味がない

・全員の議員さんからお話があれば良かったと思う

・斬新なアイディアで夢が持てる町づくりをしてもらいたい

・議員活動を聞けて議会を身近に感じることができた

ご協力ありがとうございました。

主
な
意
見
・
要
望

　
　

１
人
住
ま
い
の
お

　
　

年
寄
り
の
安
全
対

策
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。
見
守
り
隊
は
月

に
一
回
も
回
っ
て
来
な

い
。
Ｉ
Ｐ
電
話
利
用
で

対
策
を
し
て
は
。

　那倉地区で意見交換会

が開催されるということ

で今回初めて参加しまし

た。各方部で意見交換会

が開催されることは、気

軽に参加しやすく意見も言いやすいのでと

てもいい事だと思います。那倉地区は、少

子高齢化で一人暮らしの高齢者が増え続け

ています。見守り隊の方々だけでなく、地

域全体で高齢者をサポートする仕組みが求

められていると感じます。今後も議員の

方々には、幅広い層の町民が集えるよう配

慮して頂き、継続して町民の声を聞く意見

交換会を開催して頂きたいと思います。

　

塙
町
議
会
で
は
、「
顔
が
見
え
る
議
会
」、「
開
か
れ
た
議
会
」
を

め
ざ
し
、
町
民
の
皆
様
に
議
会
の
活
動
状
況
を
知
っ
て
い
た
だ
く
と

同
時
に
、
貴
重
な
ご
意
見
な
ど
を
伺
う
た
め
に
、
毎
年
意
見
交
換
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
は
、
２
月
14
日（
火
）
か
ら
16
日（
木
）
の
３
日
間
、

前
回
よ
り
会
場
を
増
や
し
、
町
内
６
カ
所
で
、
全
議
員
14
人
が
２
班

に
分
か
れ
、
議
会
活
動
報
告
と
意
見
交
換
「
人
口
減
少
に
立
ち
向
か

え
」
を
テ
ー
マ
に
、
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

　区長ということもあり意

見交換会に出席しました。

少子化は難しいテーマでし

たが、若者定住のために何

が必要なのか？職場、住宅

などの環境整備、教育関係の無料化など、

塙町全体で地域差を考慮しながら決定する

事の難しさを話し合い、議員の方々や行政

機関だけではなく町民全体で考える事の大

切さを確認できた良い経験でした。

　議員の皆さまには、誰のための町づくり

かを考え、一時的な感情などで町政を停滞

させることのないように取り組んで頂きた

いと思います。

QQAAQQAA

QQAA

QQAA

継続して各方部での
意見交換会を

誰のための
町づくりかを考えて

　

意
見
交
換
会
で
い
た
だ
い
た
意
見
・
要
望
は
、
内

容
を
整
理
し
議
会
自
ら
取
り
組
む
べ
き
項
目
は
議
会

内
で
対
応
を
検
討
し
ま
す
。

　

町
政
に
対
す
る
事
項
は
町
当
局
に
報
告
し
、
特
に

必
要
が
あ
る
も
の
は
常
任
委
員
会
で
今
後
調
査
を
行

う
と
こ
ろ
で
す
。

　

調
査
結
果
や
対
応
状
況
は
、
次
回
の
議
会
だ
よ
り

や
意
見
交
換
会
で
報
告
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

参加された町民の方々に意見交換会での感想をいただきました。

意
見
・
要
望
へ
の
対
応

小峯ふゆ子さん
小峰　葉子さん
（那倉地区）

藤田素千さん
（笹原地区）
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参加された方の感想参加された方の感想参加された方の感想



　
　

方
公
会
計
制
度
は
、
町

　
　

会
計
に
企
業
会
計
の
考

え
方
を
導
入
す
る
も
の
で
、

こ
れ
ま
で
の
決
算
書
の
ほ
か

に
貸
借
対
照
表
や
行
政
コ
ス

ト
計
算
書
（
損
益
計
算
書
に

相
当
）
な
ど
を
作
成
し
、
財

政
状
況
を
分
か
り
や
す
く
す

る
と
と
も
に
、
効
率
的
行
政

運
営
に
役
立
て
よ
う
と
す
る

も
の
。
こ
れ
ら
は
平
成
28
年

度
決
算
時
に
作
成
さ
れ
て
い

る
が
、
す
で
に
資
産
把
握
な

ど
こ
れ
ま
で
の
会
計
で
は
手

薄
だ
っ
た
点
の
整
備
に
取
り

組
ん
で
い
た
。

　

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
は
、
こ
れ
か
ら
先
の
人
口

減
少
を
見
込
ん
で
、
公
共
施

設
更
新
（
建
替
え
な
ど
）
を

ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
、

そ
の
基
本
的
考
え
を
表
す
も

の
。（
３
月
末
策
定
見
込
み
）

町
の
施
設
等
の
更
新
な
ど

今
後
40
年
間
の
費
用
は
約

６
４
０
億
円
で
、
平
均
し
て

１
年
間
に
16
億
円
必
要
と
な

る
。
今
あ
る
公
共
施
設
を
今

後
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く

か
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
費
用

と
利
用
効
果
の
面
か
ら
の
検

討
が
必
要
と
な
る
。

　
　

道
、
町
道
の
整
備
状
況
や
整
備

　
　

計
画
を
確
認
し
た
。
ど
の
地
区

も
様
々
な
事
情
で
時
間
が
か
か
っ
て

い
る
が
、
特
に
板
庭
田
野
作
湯
舟
線

（
飯
土
井
橋
）
は
着
工
か
ら
５
年
が

か
か
っ
て
い
る
。
生
活
や
農
作
業
に

密
着
し
た
道
路
で
あ
る
の
で
、
選
択

と
集
中
に
よ
り
一
日
も
早
い
竣
工
が

待
た
れ
る
。

　
　

石
井
地
内
塙
浄
化
セ
ン
タ
ー
敷

　
　

地
内
に
、
各
学
校
等
に
保
管
し

て
あ
っ
た
汚
染
土
壌
を
中
間
貯
蔵
施

設
に
搬
出
す
る
ま
で
の
間
、
一
時
仮

置
き
す
る
予
定
で
あ
っ
た
。し
か
し
、

上
石
井
区
に
説
明
も
な
く
搬
入
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
地
区
住
民
が
不
安
に

な
り
町
に
申
し
入
れ
が
あ
っ
た
。
現

場
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
経
緯
の

調
査
を
行
っ
た
。
行
政
の
説
明
責
任

は
重
要
で
あ
り
、
今
後
二
度
と
こ
の

様
な
事
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

地地

県県

上上

追跡追跡追跡
レポート

あの質問どうなった？どうなった？どうなった？
　議員の一般質問の中からピックアップし、
その動き・現在の状況を調査します。

●平成２８年１２月定例会●平成２８年１２月定例会

　平成 29 年度から、町から区に敬老会の開

催を移行するとのことだが、町の今後の対応

は。

　自主的に区で敬老会事業を開催していただ

く。区内 80 歳以上の方を対象に一人 3,000

円の補助金を交付し、行政区の対応に任せて

いく。

　29 年度の行政区長連合会と協議を重ね、

健康福祉課と意思疎通を図りながら敬老会実

施を進める。また、今まで 75 歳以上だった

参加者を 80 歳以上からとする方針が出され

ている。

　町長は町財政の経常収支比率が悪化してい
るため思い切った「行財政運営の抜本的改革」
を行っていくことが必要であると言っている
がどの様に「行財政改革」を進めていくのか。

　町長を本部長とする「行財政改革推進本部」
を組織する。実質的な調査、検討、原案策定
は係長クラスを中心に「プロジェクトチーム」
を設置。町政に優れた見識を有する団体の長
や学識経験者で構成する「行財政改革推進委
員会」を組織し『行財政改革大綱』を策定す
る。又、「町づくり会議（仮称）」を設置し町
民から 30 人程度公募し町民の声を反映させ
ていきたい。

　「行財政改革推進本部」「プロジェクトチー
ム」「行財政改革推進委員会」は、まだ、設
置していない。
町民の声を反映させる目的の「まちづくり会
議」は、住民１８名を募り３月末までに６回
の会議を開催している。テーマとしては敬老
会、学校給食・使用料（上下水道、集落排水）、
町歳入増対策・常豊幼稚園、小学校の統合・
振興公社、交際費・行政組織、定住自立圏に
ついて協議をしている。
『行財政改革大綱』は、平成２９年度の前半
に策定することになっているが作業が遅れて
いる状況。

区で開催している矢塚地区の敬老会

塙町議会だより第 138号　2425　塙町議会だより第 138号

委員会
レポート

総務常任委員会

地方公会計制度導入及び公共施
設等総合管理計画策定の調査

総
務
常
任
委
員
会

町
内
道
路
整
備
と
上
石
井
区
の

汚
染
土
壌
仮
置
き
場
を
現
地
調
査

どの様に「行財政改革」を進めるのか 今後の敬老会は

町長は

質問質問 質問質問質問 質問

新たな組織を作り進めていく 自主的に区で開催していただく答弁答弁 答弁答弁答弁 答弁

その後その後

その後その後

その後

その後

「まちづくり会議」を開催した

行政区長連合会と協議する



議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー
さ
ん
の

　

普
段
か
ら
議
会
な
ど
意
識

し
な
い
で
生
き
て
き
ま
し
た
。

「
あ
ー
だ
こ
ー
だ
」
と
文
句
を

言
い
な
が
ら
他
人
事
の
よ
う
に

議
会
を
遠
回
し
に
み
て
き
ま
し

た
。
多
く
の
人
も
そ
う
だ
と
思

い
ま
す
。
議
会
だ
よ
り
と
は
、

そ
ん
な
人
の
為
に
議
会
を
分
か

り
易
く
説
明
し
て
く
れ
る
も
の

だ
と
思
い
ま
し
た
。
議
会
だ
よ

り
モ
ニ
タ
ー
を
す
る
為
に
は
誌

面
を
隅
か
ら
隅
ま
で
読
ま
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
大
変
で
し

た
が
役
に
立
ち
ま
し
た
。
こ
の

文
章
ま
で
だ
ど
り
着
い
た
貴

方
！
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
ぜ

ひ
!!
モ
ニ
タ
ー
を
や
っ
て
み
て

下
さ
い
。
結
構
た
の
し
い
で
す

よ
。

松本　修さん
（笹原地区）

　

私
の
モ
ニ
タ
ー
生
活
の
始
ま

り
は
２
年
前
、「
気
づ
い
た
事

な
ん
で
も
い
い
か
ら
」
と
言
わ

れ
、
軽
い
気
持
ち
で
受
け
ま
し

た
。
議
会
の
こ
と
に
縁
遠
い
と

思
っ
て
い
た
私
で
さ
え
も
毎
号

を
全
文
読
む
こ
と
で
今
の
町
の

状
況
な
ど
を
ざ
っ
く
り
と
知
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
毎
年
町
民
の
方
に
、
議

会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー
の
バ
ト
ン

を
繋
げ
る
こ
と
で
議
会
や
町
の

一
員
と
し
て
の
関
わ
り
が
で
き

て
く
る
と
思
い
ま
す
。
自
分
の

意
見
を
言
い
た
い
伝
え
た
い
と

思
う
方
は
是
非
、
モ
ニ
タ
ー
に

な
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま

す
。
一
生
暮
ら
し
て
い
く
自
分

の
町
で
す
か
ら
。

有
坂　

麻
美
さ
ん

（
高
城
地
区
）

私もひとこと
委嘱されたモニターさん２人に議会だよりについてご意見をいただきました。

議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー
さ
ん
の

・塙町の議員報酬が各町村との比較として記載してあり、塙町の実態が理解
　できた。現在の議員定数と報酬が適正なのか判断材料の一つになると思う。

対応　より内容を深められるような表現を工夫していきたい。

◎12月定例会の内容についてP2～5

・基金は難しく理解されにくいと思うので、今後も機会をみて分かり易く項
　目ごとに説明をしてほしい。
・単位が千円単位なのはわかりにくいのではないか。

対応　難しいと思われる内容も、なるべくわかりやすく解説したい。
　　　単位に関しては、万円単位で表現していきたい。

◎基金特集P20～21

・定例会内容のメイン記事など関連した表紙にしてはどうか。
・今回の笹原小学校議会傍聴の様子を表紙にし、記事と関連させても良かっ
　たのではないか。

対応　今後は、記事と関連した表紙にできるよう努力したい。

◎表紙に関して

・ＱＡはわかりやすい
・笹原小学校の議会傍聴は、何を行ったのか明確で良かった。
・関連性がある人物のインタビューを掲載したことは良いと思う。

◎その他

今
回
は
、議
会
だ
よ
り
１
３
７
号（
平
成
29
年
１
月
27
日
発
行
）

に
つ
い
て
寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
掲
載
し
ま
す
。

声声声

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
平成２９年１月１日～３月３１日

年月日 会 議 名 称

七
宮
広
樹

下
重
義
人

吉
田
広
明

青
砥
與
藏

高
縁　

光

吉
田
克
則

鈴
木　

茂

鈴
木
安
次

小
峰
由
久

割
貝
寿
一

小
林
達
信

藤
田
一
男

鈴
木
孝
則

大
縄
武
夫

29.1.12 広報常任委員会 ○ ○ ○ ― ― ○ ○ ○ ― ― ― ― ― ―

29.1.18 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

29.1.18 経済常任委員会 ― ― ― ○ ○ ○ ― ○ ○ ― ○ ― ― ○

29.1.20 広報常任委員会 ○ ○ ○ ― ― ○ ○ ○ ― ― ― ― ― ―

29.2.7 経済常任委員会 ― ― ― ○ ○ ○ ― ○ ○ ― ○ ― ― ○

29.2.8 総務常任委員会 私用 ○ ○ ― ― ― ○ ― ― ○ ― ○ ○ ―

29.2.14-16 意見交換会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

29.2.15 宮城県村田町議会来町 ― ― ― ― ― ○ ○ ○ ― ○ ○ ― ○ ○

29.2.17 経済常任委員会 ― ― ― ○ ○ ○ ― ○ ○ ― ○ ― ― ○

29.2.17 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 私用 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

29.2.22 意見交換会取りまとめ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

29.2.23 議員研修 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

29.2.28 議会運営委員会 ― ― ― ― ― ○ ○ ○ ― ○ ○ ― ○ ○

29.3.3 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 私用
遅参

私用
遅参 私用 ○

29.3.3 広報常任委員会 ○ ○ ○ ― ― ○ ○ ○ ― ― ― ― ― ―

29.3.8-13 3 月定例会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

29.3.10 議会運営委員会 ― ― ― ― ― ○ ○ ○ ― ○ ○ ― ○ ○

29.3.14 予算決算常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

29.3.15 予算決算常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 私用 ○ ○ ○ ○ ○

29.3.15 議会運営委員会 ― ― ― ― ― ○ ○ ○ ― ○ ○ ― ○ ○

29.3.15 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

29.3.15-16 3 月定例会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

29.3.16 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

29.3.16 議会運営委員会 ― ― ― ― ― ○ ○ ○ ― ○ ○ ― ○ ○

29.3.23 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○出席　－該当外
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ト
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げ
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ト
ン
を
繋
げ
る

議
会
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り
は
、議
会
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分
か
り

議
会
だ
よ
り
は
、議
会
を
分
か
り

易
く
説
明
し
て
く
れ
る
も
の

易
く
説
明
し
て
く
れ
る
も
の

　議員は会議に出席する義務があり、正当な理由がなく欠席すると罰せられることがあります。議会では欠席の正当な理由とし
て、配偶者・親族の葬儀（忌引）、病気・けが（傷病）、突発的事故（事故）、その他議長が認める場合です。表ではそれぞれ、忌引、
傷病、事故、その他と表記し、それ以外の正当な理由外の欠席の場合は私用と表記しました。
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会
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り
モ
ニ
タ
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会
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は
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会
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分
か
り

易
く
説
明
し
て
く
れ
る
も
の

議会の動き議会の動き

　２月 23 日（木）「議会力にいかす一般質問」と
題して議員研修会が開催されました。
　講師は、公共政策論が専門の龍谷大学教授の土山
希美枝先生でした。先生は、一般質問力を高めるこ
とで、議会力を高めようと提唱され、数々の著書も
手掛けられています。
　研修は、講義のほか、実際に行った一般質問を題
材に良い点、悪い点をグループ討議するなど具体的
内容で、議員は「論点を整理する」大切さを再認識
することができた。

議会力にいかす一般質問を研修
―一般質問における論点整理の強化を目指す―

議会の動き議会の動き議会の動き

議会活動出欠状況
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委
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会

広報常任委員会
委 員 長　吉田　克則
副委員長　下重　義人
委　　員　鈴木　安次
委　　員　鈴木　　茂
委　　員　吉田　広明
委　　員　七宮　広樹

み ん な い き い き　VOL．32
皆さんの団体やサークルに広報常任委員が伺います。

団体の名称：「キルトメイトはなわ」
活動場所：塙町公民館
会長：白石　優子　４３－０９５０

　

「
キ
ル
ト
メ
イ
ト
は
な
わ
」
は
、

月
２
回
、
会
員
15
名
が
町
公
民
館
に

集
ま
り
和
洋
の
切
れ
布
を
利
用
し
て

作
品
作
り
を
し
て
い
ま
す
。
始
ま
っ

て
22
年
が
経
過
し
ま
し
た
と
会
長

さ
ん
か
ら
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。       

　

３
月
節
句
に
は
、
塙
駅
構
内
に
あ

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
イ
ベ
ン
ト

広
場
に
お
い
て
、
会
員
が
持
ち
寄
り

「
つ
る
し
び
な
」
作
品
展
を
開
催
し

た
と
こ
ろ
、
約
３
０
０
０
名
の
大
勢

の
方
々
が
見
に
来
て
く
れ
ま
し
た
と

喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

「
つ
る
し
び
な
」
作
り
は
、
静
岡

県
カ
ワ
ズ
桜
で
有
名
な
稲
取
へ
視
察

に
行
っ
た
と
き
作
品
の
素
晴
ら
し
さ

に
感
動
を
受
け
た
の
が
製
作
の
き
っ

か
け
で
す
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

子
供
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願

い
、
ひ
と
針
ひ
と
針
、
心
を
込
め
て

着
物
の
は
し
き
れ
を
利
用
し
て
丁
寧

に
作
品
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
作
品

に
は
、
各
会
員
の
思
い
思
い
の
顔
が

あ
り
生
き
活
き
と
し
て
、
と
て
も
素

晴
ら
し
い
と
思
い
ま
し
た
。
赤
い
糸

は
縁
結
び
そ
の
も
の
だ
と
「
つ
る
し

び
な
」
作
品
展
を
取
材
し
て
感
じ
ま

し
た
。

　

洋
切
れ
布
は
、
バ
ッ
ク
や
、
ぬ
い

ぐ
る
み
を
作
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

文
化
祭
に
は
作
品
を
展
示
し
て
い
る

と
聞
き
ま
し
た
。
秋
に
は
是
非
と
も

作
品
を
見
に
う
か
が
い
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
「
キ
ル
ト
メ
イ
ト
は
な
わ
」
で
は
、

興
味
の
あ
る
方
、
会
員
に
な
り
た
い

方
は
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
と
歓
迎
し
て
い
ま
し
た
。

　

１
年
を
振
り
返
り
、
広
報
委
員
と
し
て

活
動
を
し
て
議
会
の
あ
り
方
な
ど
を
学
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。
塙
町
に
限
ら
ず
、
行

政
大
改
革
や
少
子
支
援
、
高
齢
化
対
策
、

産
業
の
育
成
な
ど
を
進
め
な
け
れ
ば
、
衰

退
の
加
速
を
迎
え
る
だ
け
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
、塙
町
の
行
政
の
一
翼
を
担
う
べ
く
、

研
鑽
を
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
議
会
へ
率

直
な
ご
指
摘
を
頂
け
ま
す
よ
う
に
、
お
願

い
致
し
ま
す
。

吉
田　

広
明

※議会会議録は、
図書館・議会事務
局、またはホーム
ページでもご覧
になれます。

議
会
傍
聴
に　
　

お
い
で
く
だ
さ
い 

　

次
回
の
定
例
会
は
、

６
月
８
日
か
ら
開
会

さ
れ
る
予
定
で
す
。
氏

名
の
記
入
な
ど
簡
単
な

手
続
き
で
傍
聴
で
き
ま

す
。
ぜ
ひ
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

編 集 後 記


